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(54)【発明の名称】 内視鏡の洗浄方法及びその装置

(57)【要約】
【課題】  内視鏡を管内部まで効果的に洗浄及び殺菌で
き、しかも洗浄成分の残留が少ない内視鏡の洗浄方法及
び内視鏡洗浄装置を提供する。
【解決手段】  洗浄液としてオゾン水を用いる。また、
内視鏡１１の管内部に洗浄液を一方向だけでなく逆方向
にも通す。これにより、管内部での洗浄液の流動状態を
変化させ、管内部の隅々まで効果的に洗浄及び殺菌でき
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  内視鏡を洗浄する方法であって、
洗浄液としてオゾン水を用いることを特徴とする内視鏡
の洗浄方法。
【請求項２】  オゾン水から揮散したオゾンガスを用い
て内視鏡が配される空間、またはその周辺の空間の気体
を脱臭及び殺菌することを特徴とする請求項１に記載の
内視鏡の洗浄方法。
【請求項３】  内視鏡を洗浄する方法であって、
前記内視鏡の管内部に洗浄液を供給し、該管内部に洗浄
液を通す第１工程と、該第１工程とは逆方向に前記管内
部に洗浄液を通す第２工程とを有することを特徴とする
内視鏡の洗浄方法。
【請求項４】  前記内視鏡の管内部にガスを充填して該
管内部から洗浄液を排出する第３工程を有することを特
徴とする請求項３に記載の内視鏡の洗浄方法。
【請求項５】  前記第１工程、第２工程、及び第３工程
を順に繰り返すことを特徴とする請求項４に記載の内視
鏡の洗浄方法。
【請求項６】  洗浄液としてオゾン水を用いることを特
徴とする請求項３から請求項５のうちのいずれか一項に
記載の内視鏡の洗浄方法。
【請求項７】  オゾン水に二酸化炭素を添加することを
特徴とする請求項６に記載の内視鏡の洗浄方法。
【請求項８】  内視鏡を洗浄する装置であって、
洗浄液としてオゾン水を製造するオゾン水製造手段を備
えることを特徴とする内視鏡洗浄装置。
【請求項９】  オゾン水から揮散したオゾンガスと、内
視鏡が配される空間、またはその周辺の空間の気体とを
混合し、該気体を脱臭及び殺菌する脱臭手段を備えるこ
とを特徴とする請求項８に記載の内視鏡洗浄装置。
【請求項１０】  内視鏡を洗浄する装置であって、
前記内視鏡の管内部に洗浄液を供給し、該管内部に洗浄
液を通す洗浄液供給手段を備え、
該洗浄液供給手段は、前記管内部に洗浄液を一方向だけ
でなく逆方向にも通すことを特徴とする内視鏡洗浄装
置。
【請求項１１】  前記管内部にガスを供給するガス供給
手段を備えることを特徴とする内視鏡洗浄装置。
【請求項１２】  洗浄液としてオゾン水を製造するオゾ
ン水製造手段を備えることを特徴とする内視鏡洗浄装
置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、内視鏡を洗浄する
方法及びその装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】内視鏡を洗浄する方法及びその装置とし
ては、洗浄液を貯溜した槽内に内視鏡を浸水させて洗浄
する技術が知られている。従来、洗浄液としては、酵素
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洗剤、界面活性剤、グルタールアルデヒド、電解水など
が用いられている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、こうし
た洗浄液は、内視鏡に残留していると人体に有害となる
恐れがあるため、洗浄後に、濯ぎ等により確実に洗い流
す必要がある。そのため、こうした洗浄液を用いた従来
の洗浄方法では、手間や時間がかかるという問題があっ
た。
【０００４】また、内視鏡の管内部（細管）は、隅々ま
で確実に洗浄するのが難しく、その効果的な方法の技術
開発が望まれていた。
【０００５】本発明は、上述する事情に鑑みてなされた
ものであり、内視鏡を管内部まで効果的に洗浄及び殺菌
でき、しかも洗浄成分の残留が少ない内視鏡の洗浄方法
及び内視鏡洗浄装置を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決するた
め、本発明は、内視鏡を洗浄する方法であって、洗浄液
としてオゾン水を用いることを特徴とする。この内視鏡
の洗浄方法では、洗浄液としてオゾン水を用いることに
より、オゾン水の強い酸化力で内視鏡を洗浄及び殺菌で
きる。また、オゾンは自己分解により酸素になることか
ら、洗浄成分の残留がほとんどなく、濯ぎ等の工程を省
略できる。この場合において、オゾン水から揮散したオ
ゾンを用いて内視鏡が配される空間、またはその周辺の
空間の気体を脱臭及び殺菌するとよい。これにより、内
視鏡が配される空間、またはその周辺の空間が清浄に保
たれる。
【０００７】また、本発明は、内視鏡を洗浄する方法で
あって、前記内視鏡の管内部に洗浄液を供給し、該管内
部に洗浄液を通す第１工程と、該第１工程とは逆方向に
前記管内部に洗浄液を通す第２工程とを有することを特
徴とする。この内視鏡の洗浄方法では、内視鏡の管内部
に洗浄液を一方向だけでなく逆方向にも通すことによ
り、管内部での洗浄液の流動状態が変化する。これによ
り、管内部の隅々まで洗浄液が行き渡って、化学的ある
いは物理的な作用による洗浄及び殺菌がまんべんなく行
われる。また、管内部で洗浄液の流動状態が変化するこ
とにより、様々な方向から管内部の汚染物に物理的な力
が働き、管内部の汚染物が効果的に除去される。この場
合において、前記内視鏡の管内部にガスを充填して該管
内部から洗浄液を排出する第３工程を有するとよい。こ
れにより、処理後の洗浄液や汚染物が管内部から排出さ
れる。また、前記第１工程、第２工程、及び第３工程を
順に繰り返すことにより、上述した洗浄及び殺菌を確実
に行うことができる。また、この場合においても、洗浄
液としてオゾン水を用いることにより、前述したよう
に、オゾン水の強い酸化力で内視鏡の外表面及び管内部
を洗浄及び殺菌できる。また、オゾン水に二酸化炭素を
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添加してもよい。これにより、洗浄液としてのオゾン水
を発泡させて洗浄効果を高めることができる。
【０００８】また、本発明は、内視鏡を洗浄する装置で
あって、洗浄液としてオゾン水を製造するオゾン水製造
手段を備えることを特徴とする。この場合において、オ
ゾン水から揮散したオゾンガスと、内視鏡が配される空
間、またはその周辺の空間の気体とを混合し、該気体を
脱臭及び殺菌する脱臭手段を備えるとよい。
【０００９】また、本発明は、内視鏡を洗浄する装置で
あって、前記内視鏡の管内部に洗浄液を供給し、該管内
部に洗浄液を通す洗浄液供給手段を備え、該洗浄液供給
手段は、前記管内部に洗浄液を一方向だけでなく逆方向
にも通すことを特徴とする。この場合において、前記管
内部にガスを供給するガス供給手段を備えるとよい。ま
た、洗浄液としてオゾン水を製造するオゾン水製造手段
を備えるとよい。
【００１０】
【発明の実施の形態】以下、本発明に係る内視鏡洗浄装
置の一実施形態について図面を参照して説明する。図１
は、本実施形態に係る内視鏡洗浄装置１０の全体構成を
示している。この内視鏡洗浄装置１０は、内視鏡１１が
収容される洗浄槽１２、洗浄槽１２に循環供給される洗
浄液を貯留する循環槽１３、循環槽１３に水を供給する
給排水槽１４、及び装置全体の動作を制御する不図示の
制御装置等を備えている。
【００１１】本実施形態では、洗浄液としてオゾン水を
用いることを特徴としている。オゾン水は、オゾンガス
を水に溶解することにより製造できる。オゾンガスを生
成する方法としては、光化学反応、電解反応、放電反
応、放射線反応等一般に知られる様々な方法を用いるこ
とができる。本実施形態では、放電反応を用いてオゾン
ガスを生成する。
【００１２】具体的には、フィルタ２０を介して取り込
んだ空気を加圧ポンプ２１で加圧し、これを除湿器２２
で除湿した後、圧縮空気に含まれる酸素ガスを放電型オ
ゾナイザ２３によりオゾン化させる。生成したオゾンガ
スは、アスピレータ（吸引器、水流ポンプ）２４に導か
れ、このアスピレータ２４で水と混合されてオゾン水と
して循環槽１３に送られる。なお、図には示していない
がオゾナイザ２３の下流に窒素酸化物を除去するＮ０ｘ
除去装置を備えるのが好ましい。また、除湿器２２でオ
ゾンの原料ガスとなる空気を除湿することにより、高濃
度のオゾンガスを容易に製造できる。
【００１３】給排水槽１４は、給水ポンプ３１を有し、
循環槽１３の液量が所定の範囲に保たれるように給水ポ
ンプ３１を介して循環槽１３に適宜水を供給する。循環
槽１３の貯溜液は、循環ポンプ３２、及び上記アスピレ
ータ２４を介して循環され、循環流による減圧作用によ
り、オゾンガスがアスピレータ２４で循環流に混入され
る。循環ポンプ３２によって循環槽１３内の貯溜液を循
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環しながら、アスピレータ２４によってその循環流にオ
ゾンガスを混入することにより、所定の濃度のオゾン水
を製造できる。なお、電磁弁３３を開とすることによ
り、循環槽１３内の貯溜液を給排水層１４に排水でき
る。また、上述した循環槽１３、給排水槽１４、加圧ポ
ンプ２１、除湿器２２、オゾナイザ２３、アスピレータ
２４、及び循環ポンプ３２等により、本発明に係るオゾ
ン水製造手段３４が構成される。
【００１４】循環槽１３に貯溜された洗浄液としてのオ
ゾン水は、洗浄液供給ポンプ４０によって洗浄槽１２に
供給される。洗浄槽１２へオゾン水を供給する供給配管
４１は、途中で２方に分岐しており一方が洗浄槽１２に
接続されたアスピレータ４２に接続され、他方が電磁弁
４３を介して内視鏡１１の開口部１１ａに接続される。
アスピレータ４２には、フィルタ４４、及び電磁弁４５
を介して空気が導かれるようになっており、アスピレー
タ４２で循環槽１３からのオゾン水と空気とが混合さ
れ、この空気（気泡）を含むオゾン水が洗浄槽１２内に
供給される。洗浄槽１２は、循環槽１３から供給された
オゾン水を貯溜可能であり、オーバーフローしたオゾン
水がフィルタ４６を介して循環槽１３に戻るように構成
されている。一方、循環槽１３から内視鏡１１の開口部
１１ａに供給されたオゾン水は、内視鏡１１の管内部を
通って別の開口部１１ｂから洗浄槽１２内に排出される
ようになっている。
【００１５】本実施形態では、上述した内視鏡１１の開
口部１１ａから開口部１１ｂに向かう方向だけでなく、
その逆方向である開口部１１ｂから開口部１１ａに向か
う方向にもオゾン水を通すことが可能となっている。具
体的には、アスピレータ４２の吸引側と内視鏡１１の開
口部１１ａとが電磁弁４７を介して接続されており、前
述した電磁弁４３及び電磁弁４５を閉、電磁弁４７を開
とすることにより、アスピレータ４２の減圧作用で内視
鏡１１の管内部の流体がアスピレータ４２に向かって吸
引され、内視鏡１１の管内部を上記逆方向（開口部１１
ｂ→開口部１１ａ）にオゾン水が流れるようになってい
る。なお、上述した循環槽１３、洗浄液供給ポンプ４
０、供給配管４１、アスピレータ４２、電磁弁４３，４
５，４７等により、本発明に係る洗浄液供給手段４８が
構成される。
【００１６】また、本実施形態では、内視鏡１１の管内
部にガスを供給可能となっている。具体的には、循環槽
１３の気相部と内視鏡１１の開口部１１ａとがポンプ５
０、及び電磁弁５１を介して接続されており、前述した
電磁弁４３，４８を閉、電磁弁５１を開とすることによ
り、循環槽１３の気相部のガスが内視鏡１１の開口部１
１ａに供給されるようになっている。なお、本実施形態
では、ポンプ５０の上流に、三方弁５２、及びこの三方
弁５２に接続されたフィルタ５３が接続されており、内
視鏡１１の管内部に供給するガスを、循環槽１３の気相
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5
部のガスとフィルタ５３を介して取り込んだ外気（空
気）との間で選択できるようになっている。また、上述
した循環槽１３、ポンプ５０、電磁弁５１、三方弁５
２、及びフィルタ５３等により、本発明に係るガス供給
手段５４が構成される。
【００１７】また、本実施形態では、循環槽１３に貯溜
されるオゾン水から揮散したオゾンガスと、内視鏡１１
が配される洗浄槽１２内の空間やその周辺の空間の気体
とを混合可能になっている。具体的には、循環槽１３の
気相部と洗浄槽１２の気相部とに排気用の配管６０，６
１がそれぞれ配設され、排気ファン６２によって各気相
部のガスが排気されるようになっている。また、配管６
０と配管６１とが途中で一つにまとめられており、各気
相部から排気されたガスが合流して混合されるようにな
っている。なお、洗浄槽１２の上部には、洗浄槽１２の
気相部と外気とを遮断するカバー６３が配設されてい
る。また、上述した配管６０，６１、排気ファン６２、
及びカバー６３等により、本発明に係る脱臭手段６４が
構成される。
【００１８】また、上述した排気ファン６２の上流に
は、排気ガスを加熱する加熱部６５，６６と、排気ガス
に含まれるオゾンを分解するオゾン分解触媒を有するオ
ゾン分解部６７とが設けられている。ここで、加熱部６
５，６６によって排気ガスを昇温させることにより、オ
ゾンの分解率を高めることができる。
【００１９】また、上述した加熱部６５，６６における
熱源として、本実施形態では、ペルチェ素子（ペルティ
エ素子）６８，６９が用いられている。ペルチェ素子６
８は、一方の接点が上述した除湿器２２に接続され、フ
ィルタ２０を介して取り込んだ空気（原料ガス）を冷却
するとともに、他方の接点が上述した加熱部６５に接続
され、オゾンを含む排気ガスを加熱する。また、ペルチ
ェ素子６９は、一方の接点が上述したオゾナイザ２３に
接続され、オゾナイザ２３を冷却するとともに、他方の
接点が上述した加熱部６６に接続され、オゾンを含む排
気ガスを加熱する。
【００２０】次に、上述した内視鏡洗浄装置１０を用い
た内視鏡１１の洗浄方法の一例について説明する。な
お、予め、上述したオゾン水製造手段３３を用いてオゾ
ン水が製造され、循環槽１３内にオゾン水が貯溜されて
いるものとする。
【００２１】まず、内視鏡洗浄装置１０に内視鏡１１を
セットする。すなわち、内視鏡洗浄装置１０の洗浄槽１
２に内視鏡１１を載置するとともに、内視鏡１１の開口
部１１ａに循環槽１３からのオゾン水の供給配管を接続
する。
【００２２】内視鏡１１を載置すると、カバー６３を閉
じ、洗浄液供給ポンプ４０を駆動して、洗浄槽１２への
オゾン水の供給を開始する。循環槽１３からのオゾン水
は、アスピレータ４２を介して洗浄槽１２内に供給され
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るとともに、電磁弁４３を介して内視鏡１１の開口部１
１ａに供給される。アスピレータ４２を介して供給され
たオゾン水は洗浄槽１２に貯溜され、洗浄槽１２内で例
えば渦状となって流動する。これにより、内視鏡１１が
オゾン水に浸水するとともに、洗浄槽１２内を流動する
オゾン水によって、内視鏡１１の外表面が洗浄される。
このとき、アスピレータ４２を介して供給されたオゾン
水は、空気（気泡）を含んでいることから、その気泡の
はじける力や粘着性などにより、液体だけの場合に比べ
て、内視鏡１１の外表面が効果的に洗浄される。
【００２３】また、電磁弁４３を介して内視鏡１１の開
口部１１ａに供給されたオゾン水は、内視鏡１１の管内
部を通って別の開口部１１ｂから洗浄槽１２内に排出さ
れる。これにより、内視鏡１１の管内部が洗浄される。
【００２４】ここで、本例では、図２に示すように、上
述した開口部１１ａから開口部１１ｂに向かう方向に内
視鏡１１の管内部にオゾン水を通す第１工程（図２
（ａ））と、その逆方向である開口部１１ｂから開口部
１１ａに向かう方向にオゾン水を通す第２工程（図２
（ｂ））と、内視鏡１１の管内部にガスを充填してその
管内部から洗浄液を排出する第３工程（図２（ｃ））と
を有する。
【００２５】すなわち、図２（ａ）に示す第１工程にお
いて、電磁弁４７，５１を閉とし、電磁弁４３，４５を
開とすることにより、上述したように、アスピレータ４
２を介して洗浄槽１２内に空気を含むオゾン水が供給さ
れるとともに、内視鏡１１の開口部１１ａから開口部１
１ｂに向かって内視鏡１１の管内部にオゾン水が流れ
る。
【００２６】また、図２（ｂ）に示す第２工程におい
て、電磁弁４３，４５，５１を閉とし、電磁弁４７を開
とすることにより、アスピレータ４２の減圧作用で内視
鏡１１の管内部の流体がアスピレータ４２に向かって吸
引され、内視鏡１１の管内部を開口部１１ｂから開口部
１１ａに向かってオゾン水が流れる。
【００２７】さらに、図２（ｃ）に示す第３工程におい
て、ポンプ５０を駆動するとともに、電磁弁４３，４７
を閉、電磁弁５１を開とすることにより、循環槽１３
（図１参照）の気相部のガスが内視鏡１１の開口部１１
ａに供給され、これにより、内視鏡１１の管内部にガス
が充填される。
【００２８】本例では、不図示の制御装置の制御のもと
で、所定の時間ごとに、上記第１工程、第２工程、及び
第３工程を順に繰り返す。なお、この工程の順序やその
切り替え方法は任意であり、手動でこれらの工程の切り
替えを任意に行ってもよい。
【００２９】このように、本例では、第１及び第２工程
において、内視鏡１１の管内部にオゾン水を一方向だけ
でなく逆方向にも通すことにより、管内部でのオゾン水
の流動状態を変化させる。これにより、管内部の隅々ま
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7
でオゾン水が行き渡って、化学的あるいは物理的な作用
による洗浄及び殺菌が管内部でまんべんなく行われる。
また、管内部でオゾン水の流動状態が変化することによ
り、様々な方向から管内部の汚染物に物理的な力が働
き、管内部の汚染物が効果的に除去される。
【００３０】また、第３工程において、内視鏡１１の管
内部にガスを充填して管内部からオゾン水を排出するこ
とにより、処理後のオゾン水や汚染物が管内部から排出
される。そのため、汚染物の再付着が抑制されるととも
に、次に管内部にオゾン水を通すときに、汚染物の含有
量が少ないオゾン水によって管内部が効果的に洗浄及び
殺菌される。すなわち、上記第１工程、第２工程、及び
第３工程を順に繰り返すことにより、内視鏡１１の管内
部の洗浄及び殺菌を確実に行うことができる。
【００３１】また、本例では、洗浄液としてオゾン水を
用いることにより、オゾン水の強い酸化力で内視鏡１１
を効果的に洗浄及び殺菌できる。オゾンは自己分解によ
り酸素になることから、洗浄成分の残留がほとんどな
く、濯ぎ等の工程を省略できる。
【００３２】また、洗浄槽１２にオゾン水を供給する際
には、先の図１に示した排気ファン６２を駆動し、洗浄
槽１２の気相部及びその周辺の気体（カバー６３の周囲
など）を排気する。このとき、配管６１を介して排気さ
れる洗浄槽１２及びその周辺からの気体と、配管６０を
介して排気される循環槽１３からのオゾンガスとが混合
される。そのため、循環槽１３からのオゾンガスによっ
て洗浄槽１２及びその周辺からの気体が脱臭及び殺菌さ
れる。したがって、内視鏡１１が配される空間、または
その周辺の空間が清浄に保たれる。
【００３３】また、上記内視鏡洗浄装置１０では、ペル
チェ素子６８を用いてオゾンの原料ガスとなる空気を冷
却しその空気を除湿することから、除湿用の薬剤や、大
型のコンプレッサ等を用いる必要がなく、低コスト化
と、装置のコンパクト化を図れる。
【００３４】さらに、ペルチェ素子６９を用いてオゾナ
イザ２３を冷却することから、オゾナイザ２３の小型化
を図れる。
【００３５】なお、上述した実施形態及び実施例におい
て示した各構成部材の諸形状や組み合わせ等は一例であ
って、本発明の主旨から逸脱しない範囲において設計要
求等に基づき種々変更可能である。
【００３６】例えば、上述した内視鏡洗浄装置の実施形
態では、給排水槽１４を備える構成となっているが、本
発明はこれに限らず、槽（タンク）を介さず、直接水を
供給したり排水したりするように構成してもよい。 *
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*【００３７】また、オゾンガスを生成する方法、及びオ
ゾン水を製造する方法は、上述したものに限らず、一般
に知られた他の様々な方法を用いることができる。
【００３８】また、オゾン水に二酸化炭素を添加しても
よい。オゾン水に二酸化炭素を添加する場合、図１に示
す例では、循環槽１３内に添加したり、洗浄液供給ポン
プ４０からのオゾン水の供給配管４１の途中で二酸化炭
素を添加するとよい。オゾン水に二酸化炭素を添加する
ことにより、オゾン水を発泡させて洗浄効果を高めるこ
とができる。
【００３９】
【発明の効果】以上説明したように、本発明に係る内視
鏡の洗浄方法及び内視鏡洗浄装置によれば、洗浄液とし
てオゾン水を用いることにより、オゾン水の強い酸化力
で内視鏡を洗浄及び殺菌できる。また、オゾンは自己分
解により酸素になることから、洗浄成分の残留がほとん
どなく、濯ぎ等の工程を省略できる。また、内視鏡の管
内部に洗浄液を一方向だけでなく逆方向にも通すことに
より、管内部での洗浄液の流動状態を変化させ、管内部
の隅々まで効果的に洗浄及び殺菌できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】  本発明に係る内視鏡洗浄装置の一実施形態の
全体構成図である。
【図２】  内視鏡洗浄装置を用いた内視鏡の洗浄方法の
一例を示す図である。
【符号の説明】
１０  内視鏡洗浄装置
１１  内視鏡
１１ａ，１１ｂ  開口部
１２  洗浄槽
１３  循環槽
１４  給排水槽
２２  除湿器
２３  オゾナイザ
２４  アスピレータ
３２  循環ポンプ
３４  オゾン水製造手段
４０  洗浄液供給ポンプ
４２  アスピレータ
４３，４５，４７，５１  電磁弁
４８  洗浄液供給手段
５４  ガス供給手段
６４  脱臭手段
６７  オゾン分解部
６８，６９  ペルチェ素子
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